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はじめに
国民の健康に対する意識の高まり､高齢社会､疾病の
重症 ･多様性に伴う医療ニーズの変化など看護を取り巻
く環境は､ここ数年の間､急速にそして大きな変化がみ
られる｡それとともに看護に対する社会的関心は高まっ
ている｡最近における看護の話選は､平成u年12月6日に､
｢保健婦助産婦看護婦法｣の一部を改正する法案が成立
し､平成14年3月1日施行のことであろう｡このことか
ら保健婦 ･士､助産婦､看護婦 ･士から保健師､助産師､
看護師と名称変更となる｡名称に伴うだけの専門職とし
ての役割がさらに期待されることになる｡
様々な社会の変革の時期で､これからの時代を担う人
材を育成する看護教育 (看護基礎教育と卒後教育 ･継続
教育)は重要な時期を迎えている｡看護基礎教育を担う
当校は､平成10年に関学し､3年後の平成13年3月に第
1期生の卒業生を送り出した｡文部省の指導下にあった
学校も自己点検 ･評価を終え､自立して独自の道を歩み
始める時期となった｡今どのような学校を目指して歩ん
でいくのか考え､確認し合う大切な時期である｡そこで､
今回我が国の看護教育について過去 ･現在そして難しい
ことであるが近い未来に向けて､特に成人看護学の流れ
を振り返ることで､これからの看護基礎教育における課
題について考えてみたい｡
Ⅰ.看護教育の過去
1.我が国における看護基礎教育の変遷
我が国における看護基礎教育は､100年余 りの長い歴
史をもっているが､従来の看護基礎教育は､職業人育成
の教育を主にしてきた経過がある｡看護系大学数の増加
に伴い､看護学教育を行い専門職育成への教育-と移行
してきたのはここ最近のことである｡看護学教育といえ
るような背景を振り返ると､最初の看護系の大学教育は
昭和27年にできた高知女子大学家政学部看護学科に始まる.
看護系大学は平成3年までのほと紬 年間11校のみであった｡
看護基礎教育を行う学校数でみると､平成3年は専門学
校794校､短期大学73校､大学11校､修士3校､博士 1
校であり､看護基礎教育は専門学校で行われることがほ
とんどであった｡その後短期大学の改組変換､新設校の
設立などにより看護系大学は増加した(1)｡特に平成3
年以降看護系大学が急速に増加し､平成12年には専門学
校902校､短期大学78校､大学86校､修士36校､博士11
校となり短期大学数より大学数が多くなった｡この10年
間の看護基礎教育の高等教育化への変遷は著しいものが
ある(2)｡一般に大学は冬の時代を迎えていると言われ
ている今日において､看護系大学の増加は異例であり注
目される状況にあるといえる｡
しかし急速な変化のあまり問題もまた多く抱えている｡
それは大学における看護系教員の不足､そして看護系大
学では卒業生に看護職の国家試験受験資格を取得させる
必要があるが､そうすると看護職の教育 ･免許 ･職業を
司る厚生労働省の保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規
則の授業科目と講義 ･実習時間数､そして最低でも総時
間3000時間を充足することが求められていた｡一方高等
教育を担う文部科学省から平成3年にだされた大学設置
基準では大学の自主性､個性化 ･多様化､そして自己点
検 ･評価が必要と言われているが､看護基礎教育におい
ては3000時間を守ることでほとんど自由裁量の余地はな
い厳しい状況にあった｡だから平成9年4月施行の保健
婦助産婦看護婦学校養成所指定規則によって現在のカリ
キュラムとなったことは､特に看護系大学が増加してい
るなか､大学教育においては少しゆとりができた｡しか
し看護職となる免許取得は大学 ･短大 ･看護婦養成所な
ど教育期間は違っても ｢同じ国家試験｣を受けるなどの
問題は残っている｡さらに看護基礎教育終了後の卒後教
育 ･継続教育は重要であるが､卒業後受け皿である臨床
やその他実践の場との連携がとれているとは言い難い｡
看護職員の需要と供給のバランスは平成12年でとれてい
るといわれているが､看護職員の多くは短大 ･養成所卒
業生がまだまだ多くを占めているのが現状であり課題は
多い｡しかし看護系大学の増加に伴い､今後より看護の
向上が期待されるところである｡
大阪市立大学看護短期大学部紀要 第4巻 (2∝)2.3)
2.従来からの医学モデルを用いた疾患別著者としての
成人看護学
成人看護学について振り返ってみると､成人看護学の
名称は昭和42年保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則
によって用いられるようになった｡それまでは内科学お
よび看護法､外科学および看護法等で教えられていた｡
成人看護学と名称変更となっても授業内容は､身体を器
官系統別に分けて､その形態や機能を中心とした枠組み
であり､疾病を中心に患者を理解し､医学診断に必要な
臨床検査､症状､治療に対する看護であった｡時間数も
基礎看護学30時間 (その中で基礎看護技術が195時間)､
老人看護学90時間､小児 ･母性看護学がそれぞれ120時
間であるのに比べ､最も多い315時間を占めていた｡
また実習時間も基礎看護学が135時間､小児 ･母性看
護学がそれぞれ135時間であったのが､成人看護学では
老人看護学 ･精神看護学も含む630時間と最も多い時間
数であった｡このように成人看護学の授業が占める比重
は大きなものがあった｡
看護教育全体をみても看護系大学はまだ少数であり､
看護婦養成所等での教育が多かったことから､成人看護
学については､医師 ･臨床の看護婦に依存していく教育
内容であった｡また看護職者が不足し､看護を提供する
場も施設看護が中心に行われていた時代で､卒業時には
即戦力としての看護職者の養成を意図する状況であった
と考えられる｡成人看護学は病気や治療法をよく知って
いないと困るからと各科の看護を学ばせることが焦点で
あり､また施設内における臨床看護の基礎を学ばせると
成人看護学の占める授業範囲は広く､多くの時間があっ
た｡もっぱら医学モデルでの疾患別看護を教授すること
になり自ずから施設看護を中心に展開する役割を担うこ
とになっていたのではないだろうか
Ⅰ.看護教育の現状
1.看護基礎教育から看護学基礎教育への変遷
看護基礎教育は ｢看護はその専門知識 ･技術を活用し
て人々がどのような健康状態であろうと､安心してその
人らしい生活ができるように援助することを使命とす
る｡｣ことに焦点がおかれていた｡しかし大学教育をめ
ざす今日においては､ ｢看護学は､看護を支える知識や
技術の発展を促す基盤となる実践科学である｡｣(3)と
する実践科学としての看護学を教授することを指命とす
る看護学基礎教育が必要で､そしてその上で卒後教育 ･
継続教育が展開されることなる｡今はまだ看護学基礎教
育と卒後教育 ･継続教育を含めた看護教育全体の流れが
すべてうまく行っているとは言い難い面もあり､看護教
育の過去の項で述べたような様々な問題は山積している｡
2.看護モデルを用いた成人看護学への移行
平成9年4月からの入学生に適用された現行カリキュ
ラムになった時の見直しの必要性の根底は､まず 1.莱
軟なカリキュラム編成を可能とし､その施設の独自性が
発揮できること､2.看護を取り巻く環境の変化に対応
し､それらの内容をカリキュラムに取り組むことであっ
た｡そして具体的な見直しの内容が次のように提示され
た｡1.教育内容の充実 :具体的には教育内容の充実と
して､専門科目は基礎看護学､成人看護学､老人看護学
(現行カリキュラムから老年看護学となった｡)､小児
看護学､母性看護学に加え在宅看護学､精神看護学が増
え7つとなった｡2.教育内容の表示 :その学校独自の
科目名の表示が可能となった｡3.単位制の導入 :臨地
実習となり､基礎看護学2単位､成人看護学8単位､老
年看護学4単位､精神看護学2単位､小鬼看護学2､母
性看護学2単位となった｡4.3年6ケ月以上で看護婦 ･
士と保健婦 ･士または助産婦と看護婦 ･士の2つの国家
試験受験資格を同時に取得できる統合カリキュラムの提
示があった｡
成人看護学についていえば､今回の改正で病気と治療
に関する理論は専門基礎科目で学ぶこととされている｡
そして ｢成人看護学は､他の看護学と重複する内容を整
理し､成人期の特徴に基づいて看護を学ぶ内容とする｣
ただ ｢対象の遠いだけでなく､症状や状態への看護方法
を学習すること｣として他の領域よりも少し単位数が多
くなってはいるが､あくまでも看護モデルを用いた成人
看護学の構築が期待された｡このようなことから学校側
の自由裁量が多くなったととともに看護教員の力量が問
われる時代に変わってきてるといえる｡
3.当校における人々のQOLとセルフケアに視点をお
いた成人看護学の構築
看護学を構築していくうえで医学知識は重要である｡
特に成人看護学の臨床看護領域においては､疾病等に関
する知識は不可欠である｡そこで当校では､専門基礎科
目の病態学Ⅰ･Ⅱ､人体の構造と機能Ⅰ･Ⅱの科目と連
携をとり､成人看護学の授業科目ではあくまで看護に必
要な内容を教授することとした｡成人看護学は看護を人
間の成長発達上からみた側面で分類されたものなので､
ライフサイクルのなかで成人期をとらえ､その年代によ
る発達課題と身体的 ･精神的 ･社会的特徴､ならびに健
康問題を理解し成人期にある人､および家族に対して最
適な健康が維持増進できるように働きかけることができ
るような内容としている｡授業科目として ｢成人看護対
象論｣で成人看護の対象となる人間を幅広い視点でとら
えることができるように､人間に対する理解をベースに
おき成人看護学とは何かについて学習し､次に ｢成人健
康保健論｣では成人の健康についての理解を基盤として､
健康障害について学習する｡それから健康問題を明確に
するプロセスとそれに対応する看護を学ぶが､その授業
科目としては ｢慢性病看護論｣で生涯を通じて疾病とと
もに生きていくために必要な援助について､ ｢周手術期
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看護論｣では手術を中心として危機的状況から生命を守
り障害を最小限にくい止めるための援助､そして ｢ター
ミナルケアと痛看護｣では人生の終幕を看取る援助､痛
特有の健康問題に対処する援助､ ｢救命救急看護論｣は
救命救急状況にある対象の援助を学習する｡各授業科目
で事例展開を行う演習を入れていくことが､そのうえで
｢慢性病看護論｣では心電図の体験学習､糖尿病の自己
注射の実際など､ ｢周手術期看護論｣では術前指導の実
際､ ｢救命救急看護論｣では蘇生法の実際などの援助技
術を習得できるようにしてる｡
さらに看護学に興味をもち自ら学ぶ姿勢を養う動機づ
けとして､体験した看護援助を研究的視点で分析し探求
する科目として ｢成人看護学実践特論｣と ｢成人看護学
特論｣を設けた｡ ｢成人看護学実践特論｣では成人看護
学で用いられる技術を中心として､実験を通して検証し
技術の意味を考えさせるように指導し､また ｢成人看護
学特論｣ではケーススタディをまとめるなかから､現象
を科学的に判断し､看護学的思考を行うそのプロセスの
中で看護する喜びを体験できればと考えた｡このように
成人看護学を学ぶ過程を構築したが､基本的な姿勢とし
て常に対象のQOL(QualityofLiLe)とセルフケアを視点
においた援助を展開するが必要であると考えた｡またタ
ーミナルケアと痛看護では､痛みと心のケアとともに ｢生
きること｣ ｢死ぬこと｣など見つめ死生観を考えるため
に､病名告知､安楽死､脳死､尊厳死などをテーマに取
り上げでディベートを行い､ディスカッションするなか
で､自分自身にも問いかけ考えてみる場を設けた｡
以上述べたような授業科目を終え､臨地実習を行うが､
実践を通して対象の健康問題に対応できる能力を培う科
目として､成人看護学実習内容は､2年生に成人看護学
基礎実習､3年生から成人看護学実習Ⅰ､成人看護学実
習Ⅱを行う｡成人看護学基礎実習は､成人各期の特徴を
理解し､健康障害をもつ対象のニーズを多面的にとらえ､
看護過程を展開できることを目的としている｡その成人
看護学基礎実習をふまえ､成人看護学実習 Ⅰでは慢性期
にある対象のセルフケア能力の向上のための援助､社会
生活に適応するための患者教育的援助など､またターミ
ナル期にある対象についてはQOLを高める援助につい
て学習する｡成人看護学実習Ⅱでは手術の経過に伴って
変化する身体的 ･心理的 ･社会的状況に応じた周手術期
看護､リハビリテーション看護について学ぶ｡実習は講
義 ･演習で学んだ知識や技術を体得するのみでなく､患
者と接するなかから､痛み､苦しみの実態に触れ､看護
の専門職としての態度を身につけていく人間教育の機会
である｡また臨地実習指導にあたっては､看護の現象を
科学的に判断し､思考する習慣を身につけることが大切
であると考えてる｡結果に到達するまでのプロセスを十
分に理解させること､そしてその真髄を追求する喜びを
得ることを重視する教育である｡真髄を追求することは
学生に看護を学問としての関心､興味を高め､看護学研
究へと発展させることができると期待してる｡基本的姿
勢として学生が､多くの未知の出来事に遭遇したときに
自ら解決していく力を養っていくいけるように､学生が
自主的に学ぶ機会を増やしていきたいと考える｡このよ
うな思いをこめて成人看護学を構築してきた｡そして3
年間学生の指導を行い､新たに見えてくることは､すべ
ての学生がそうであるとは言い難いが､しかし学生の持
つ力の大きさと看護に対する真撃な興味と関心の高さで
ある｡看護を学びたいという思いをもつ学生に私たち教
員はしっかりと応えていくことが必要である｡学生を大
きく育てていくために私たち教員もまたより一層の研鎌
が必要であることを感じている｡そのためにも対象のQ
OLとセルフケアを視点においた援助についての指導内
容の再検討と各授業科目の評価が必要である｡
Ⅱ.看護教育の未来
1.看護学基礎教育と卒後教育 ･継続教育との連携が求
められる21世妃の看護教育
未来を見つめることは大切ではあるが難しい｡あくま
でも私見であるが､看護基礎教育の変遷のなかで､今後
の方向性を考えるとき､やはり最も早急な課題は､看護
学基礎教育とその後の卒後教育 ･継続教育との連携であ
ろう｡21世紀は､今まで以上に医療の質､看護の質が
求められ､それに対応できる資質の高い人材が求められ
てくる｡つまり､国民は自分の健康問題について信頼し
任される看護職員､つまり豊かな教養と人間性そしてそ
の上に専門職として資質をもった優秀な看護職員として
の人材を今までにないほど望んでいることである｡それ
に応えるべき努力をすることが看護教育に携わるものに
は必要である｡いままでにも生命に対して深い畏敬の念､
そして一般社会人としての豊かな人間性と良識をもち積
極的に社会へ貢献できる専門職の育成をめざしてきたが､
それだけでなく､個々の創造性､問題解決能力､倫理的
判断力などの育成にも力を入れ､看護学基礎教育として
の段階で生涯学習していく基礎を確立することが必要で
ある｡そのためには4年課程の看護学基礎教育が必要で､
今やそれが実務家の育成となり､さらに看護を行ううえ
で基盤となる看護学をより発展させるための教育として
修士 ･博士課程が必要となる(4)｡また専門職をめざす
ための修士課程も設けられることとなる｡一方､現在看
護の第-線で働いている看護職者は常に最新の知識習得
のための教育の場として大学 ･大学院へ入学する機会が
拡大するなどいろいろな歩む道ができてくるだろう(5)
｡このように看護学基礎教育と卒後教育 ･継続教育との
連携を行い､社会に貢献できる優秀な看護の専門職の育
成に努めるべきであろうと考える｡
2.これからの成人看護学構築に向けて
大学基準協会の21世紀の看護学教育一基準の設定に向
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けて-の中から成人看護学についての内容をみると ｢成
人看護学 (実習を含む) :おもに青､壮年期にある成人
の身体的 ･心理的 ･社会的な発達と社会的役割､および
生活環境を総合的に評価し､健康疎外要因を除去するた
め､またはすでに健康障害をもつ成人の健康回復､維持
およびやすらかな死にむけて役立つ援助技術を開発研究
し教授する領域｣となっている｡
当校の成人看護学構築についての考えは先に述べてき
た｡これからの課選は､急速に進む施設医療から在宅医
療へ､管理型看護実践から､在宅できる個別対応､創造
型看護実践へと向かう中で､どのようにして成人看護学
としての内容の充実に努めるかである｡対象のQOLと
セルフケアとともにセルフヘルスケアにも視点においた
援助の工夫と取り組み､その他成人看護学としての援助
技術の開発研究と教授がこれからの課題であろうと考え
る｡
ま と め
看護教育の過去 ･現在 ･未来と述べてきた｡今は大き
な変革の時期である｡だからこそ他の学問領域と混同し
ないで､看護学をしっかり伝えていける力量が今の看護
系教員には必要である｡看護教育を変えて行 くのはまた
看護系教員であることを-教員として自覚し､より一層
学問を追究していく努力をしたいと思う｡
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